
「令和５年度第１回いじめ調査の追跡調査」及び「第２回いじめ調査」のまとめ

１．令和５年度第１回いじめ調査の追跡調査

２．令和５年度第２回いじめ調査

学校教育課

※相当の期間とは、「少なくとも３ヵ月を目安」とする

　令和５年度第１回いじめ調査より、追跡調査の対象となる認知件数は、小学校60件、中学校25件であった
が、解消に向けた各校の取組等により、小学校で「要指導」が５件「要支援」が１件「見守り」が２件、中学
校で「要支援」が４件あるものの、そのほとんどが「解消」となっている。

　認知件数は、小・中学校ともに昨年度より増加している。小学校では、「要指導」の割合が高くなってい
る。いじめの態様は、小・中学校ともに『嫌なことを言われる』が最も多かった。小学校では「嫌なことをさ
れたりさせられたりする」が昨年度約23％で一昨年度の2.5倍になり心配したが、今回は４分の１と減少して
いる。各いじめ事象について引き続き学校全体で、組織的に指導や経過観察を行うよう当該校に指導を行って
いる。　

Ａ 要指導
いじめに係る行為が止んでおらず、被害児童生徒が心身の苦痛を
感じているもの

Ｂ 要支援
いじめに係る行為は止んでいるが、被害児童生徒が心身の苦痛を
感じているもの

Ｃ 見守り
いじめに係る行為が止んでおり、被害児童生徒も心身の苦痛を感
じていないが、行為が止んでから相当の期間が経っていないもの

Ｄ 解　消
いじめに係る行為が相当の期間止んでおり、被害児童生徒が心身
の苦痛を感じていないもの
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Ａ（要指導） 5 Ａ（要指導） 0

Ａ（要指導） 28 Ｂ（要支援） 1 Ａ（要指導） 1 Ｂ（要支援） 4

Ｂ（要支援） 9 Ｃ（見守り） 2 Ｂ（要支援） 12 Ｃ（見守り） 0

Ｃ（見守り） 23 Ｄ（解　消） 52 Ｃ（見守り） 12 Ｄ（解　消） 21

【 小 学 校 】 【 中 学 校 】

追跡調査結果 追跡調査結果令和５年度
第１回いじめ調査
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中 学 校
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嫌なことをされたりさせられたりする

携帯電話等で嫌なことをされる

その他

嫌なことを言われる

仲間はずれや無視をされる

軽く暴力をふるわれる

ひどく暴力をふるわれる

金品をたかられる

金品を盗まれたり、壊されたりする

いじめの態様
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